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レポート 

     ～問題を解決しようとせず、ただ聴くことも大切～ 
 

 生活困窮世帯の子どもたちへの学習支援を行っている大学生ボランティアが「心理学の観点から不登校をどう捉える

か」を学びました。講師の平野先生の豊富な実践経験と例え話を用いた分かりやすい話に、参加した 20 名超の大学生

たちは皆さん熱心にメモをとっていました。 

ふとした拍子に中学生たちが家や学校の悩み事を話してくれたとき、どうリアクションすれば良いのか、ボランティ

アの立場で果たしてどこまで深入りして良いものか。学習サポーターを経験した大学生なら誰でも一度は迷ったことが

あるのではないでしょうか。年齢が近くて親しみやすい大学生だからこそ中学生が安心して心を開いてくれる一方で、

「何とかしてあげたい」と思えば思うほど心の距離は離れていったり・・・というジレンマを心理学の視点から解説を

していただきました。 

講義のあとは平野先生を交えて活発な意見交換が行われました。参加された大学生の皆さんにとって、今後の学習サ

ポートに活かせるヒントがたくさん見つかったのではないでしょうか。 
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